












の弟妹と過ごす。同六年六月、一平と神奈川県湯河原にて湯治。八年夏、一家で静岡県伊東温泉に逗留。十年から鎌倉建長寺にて参禅。十二年、三十四歳の夏 鎌倉に滞在中芥川龍之介を知る。九月の関東大震災後、同居していた恒松安夫の実家があった島根県へ避難し、玉造温泉に滞留。十四年、北海道 岩見沢病院に左遷された愛人・新田亀 と会うため二、 三度当地を訪問。
　
昭和二年二月に熱海の梅林を観賞。同四 四 歳で広島県
















欧米旅行だが、これを例外とすれば、国内の土地では関東甲信圏に親しんだの 知ら る アンケート「避暑地推薦」 （ 『文芸春秋』昭七・七）にも「軽井沢とか箱根とか逗子鎌倉あたりで結構だと思ひます」と 回答があり、毎夏のよう 彼地で行楽をしていた 考えられる。
　
それらの地域を除くと、北海道、福島、静岡、愛知、石川、



























































































種の〈京都〉紀行を書いた。一つは「晩秋の嵯峨野」 （ 『雄弁』昭十・十一）である。そこには、 「昨年の十一月」に「京都で二日間の講演の隙を利用して嵯峨野を訪れ」たと記述されている。 「以前に三度、京都へ つたことがあつた が、嵯峨野は初めてだったともいう。
　
このように昭和九年十一月 かの子は四度目の〈京都〉行




















今後何百年、何千年と経つて 、そ 時代時代 人々に常に新古典的美感を与へて永久に愛賞されるであらう。 （中略）嵯峨野は花の巴里 も勝る程、洗練され品格と野趣の調つた新古典美を持つてゐる。
　
乾草への「温かい親しみ」に和み、有名な渡月橋に「感嘆の






して造成する。 れはある種の自然の文化化・人間化であろう。歌枕など歴史の記憶を刻した景色も、人為的に保全されることで「古典的美感」 守られる訳であ 。このように〈京都〉の「古典的」 「美感」は、人間の手による管理・保全があって始めて維持されるといい得る。
　
もう一つの〈京都〉紀行に眼を転じよう。それは、年譜の記
述の根拠にもなった随想 京の春雨」 （ 『読売新聞』昭十二・三・十二）であった。そこには、このように書いてある。　
私たちのやうな都会に育つたものが、あまり純粋な自然





















賞』昭十一・九）には「更科日記」 「十六夜日記」 「取りかへばや物語」 、 「京都 江戸の歌人」 （ 『短歌研究』昭十三・六）には小沢蘆庵と上田秋成、香川景樹といっ 京都在住の「歌人」が取り上げられていた。それらは自ずと舞台の〈京都〉にもふれている訳である。
　
ほかにも「方丈記」 （ 『読売新聞』昭十一・七・十一） 、 「現代



















会った早百合姫を助け、かくまっていたのを見付けた僧たちから非難されるが、住持・三要の提案の通り法戦によって是非を決することになった。 守ろうとの勇気から昭は覚悟し 法戦（禅問答）に臨み、僧たちの問に対し「鯉魚」とのみ答えているうちに融通無碍の境涯に達する。つまりは「一匹の鯉魚にも天地の全理が含まれる」という「生命の遍満性、流通性を体証」して悟りを得るのであ 。姫は のち「道に志ある身」となり優れた「白拍子」として生き 。このように、愛執を転じ一念に徹したことで、高い徳を得た若者が登場する法話のごとき小説なのだが、教理臭よりむしろ鯉 姫をめぐる幻想的な描写に魅力がある作品として読めるようであ 。
　
「上田秋成の晩年」は、天涯孤独の身となって南禅寺境内の小庵に住むようになった秋成の、老いてなお枯れない「妄執念」を描く短篇であった。煎茶道に 全身的 打ち込み、これまでの人生、宣長など論敵や京都生まれの妻・お玉（瑚璉）など縁あった 々を回顧する秋成 対 作者が「その欲望や自省を読みとり得る対象として認識し、ある種の親近感を だいていた」と嶋田彩司は指摘する
（４）
。 「京は薄情な寒さ」と呟い







在）の邸宅に逗留をして執筆中の式部が、 「源氏物語」を読んだ「妙な美男」の訪問 受け、後半になると彼女が、修行に熱心な「隣の庵室の聖」が解脱に至れぬのは「美しいものに牽かれる」心を持っているからだと侍女の老婆に話す、 う筋であった。仏縁に憧れる紫式部の心にも、美男や聖と同様「色香にひかれる気持ち」はあ 。そうした、人間らしい情感を大切にする式部の心のおきどころが作品 眼目 なっている。
　
これら三作は発表時期から考えて、昭和九年十一月の〈京
都〉旅行 触発され、執筆されたも ではないかと考えられる。 「鯉魚」は〈京都〉らしい戦乱の時代の僧院を描き、完成度も高いと思われるが、 「上田秋成の晩年」 「或 秋の紫式部」は、かの子としては習作の域に属す 出来である。両作とも、上田秋成と紫式部にゆかりの地として〈京都〉を舞台とするが、風土的には大きな影響を及ぼしている訳ではなかった
　
このほか、かの子の古典に依拠した作品をみると、掌篇集





































て父を失つた」 。 「内縁 若い後妻」だった母と「高等小学」を卒業した頃から彼は「拓本職人 老人」の家に住み、 「法帖造りの職人として仕込まれ」るべく育てられる。少年時に 糺の森」に近い、 「鞍馬へ岐 路の堤」辺りの加茂川で小魚をとって来て、煮魚に 母と食べたりすることもあった。
　
青年となった鼈四郎は、市内の趣味人から「風雅の莚の手伝






始めた。このことは自分が「才気とカンと苦労」 「眼学問、耳学問」で「世間 あらまし」 「結論」を得 人間であり、秩序立った学問を身につけていないというコンプレックス 裏返しによるものだっ 皆から尊敬され 「先生」と呼ばれるほどの貫禄を求め が た彼は、多くの知己を失 一方で何人かの、年上の「変りものの知遇者」を得た であった。
　
その一人が「京極でモダンな洋食店」の「メーゾン檜垣」を












がこの古都のある宗派の女学校へ講演に頼まれて来た」歓迎会が、 「檜垣の二階」で催された。 画家 良人 も一緒であったが、 「童女のままで大きくなつたやうな容貌」とある辺りど、やや手前味噌気味 興ざめ がら、作者を彷彿とさせる。
　
鼈四郎は「芸術をやるものが宗教に捉はれるなんて」と反発







































郎の心を揺さ振る。のち「壬生狂言の見物」へと去った夫妻とは、それきり会うこともなくなったが、鼈四郎はこの「通り魔のやうな」経験の後、 「まこと」を突き詰めるよりも「結局、安心立命するも を捉へ へしたら」いい、 「せいぜい好きなことに殉じて行」こう、 「いざ なれば死にさへすれば」よいと、あらためて自分の人生のスタンスにつき思いを巡らしていた。
　
このあと「親友」檜垣は、癌のため「天才の死」を準備し






「食魔」に〈京都〉が描かれるのは、鼈四郎のモデルとなった北大路魯山人が、そこで生まれ育った 実ゆえであろう。先に魯山人についての情報は、彼を知る岡本一平から供されたと記したが、京都時代の若い魯山人とかの子が 会うことはあり得ない 、そもそもモデル 詮索 さして意味のないことである。だが、おそらくかの子は実際に〈京都〉に出向 て、






月、十四年に訪ねていた可能性があり、昭和では「関西へ夏期の旅」を詠んだ四年夏、 「晩秋の嵯峨野」で回想した九年十一月、 「京の春雨」 記した十二年三月に観光をしていた。七六月の大阪 行の前後にも立寄ったかもしれない。いずれにせよ「京の春雨」発表 昭和十二年の時点で、計五度にわたる直接体験として 〈京都〉行をしていたようである。
　
その折々にかの子は、四条界隈から銀閣寺、比叡山での歌を







閣、昭四・五）にまとめられた「奇蹟」と「ある日の蓮月尼」 、それから「晩秋の嵯峨野」に記述された昭和九年十一月 〈京都〉観光の後に書かれた、翌年発表の「茶屋知らず物語」 「鯉魚」 「上田秋成の 年」 「或る秋の紫式部」
―
これらは皆、愛
欲など人間の迷妄をテーマとしてい といってよい。彼らの妄執の多くはある事件を介して浄化されていた。他者との関わりから浄化される妄念は仏教思想をバックボーン するかの子文学によくみられる構想であるが この経緯が〈京都〉を舞台して描かれたのは、仏教に所縁の深い同地にふさわしい設定であった。
　
これらは、平安から江戸期にかけての、古典を介した間接的












昭十一・九）に北海道を旅したとあり、短歌「北海道追憶」（ 『キング』昭十一・九）二首には小樽、札幌が出て来る。青森への講演は「名流婦人のハガキ通信」 （ 『女性の光』昭十・八） 、盛岡は「旅のうた」 （ 『短歌研究』昭十・八）により知られる。小説「みちのく」 （ 『雄弁』昭十三・九）には昭和十二年に講演した仙台市や新潟県の柿崎町らしき講演先が舞台になっていた。ほかに 小町 芍薬」 （ 『むらさき』昭十一・四）の舞台は秋田県雄勝郡横堀近辺であった。
　　　
関東甲信越では、東海道・伊豆が「病める旅にて」 （ 『水甕』



























五十三次」 （ 『新日本』昭十三・八）には、東海道を往来 ながら暮らす作楽井が憧憬しながら訪れることのない場所として描かれる。長篇「丸の内草話」 （ 『日本評論』昭十三・十二、昭十四・一、 四）では、 〈京都〉 主人公の息子 転勤先に ったと述べら てある。
追記　
拙稿は、 「佛教大学総合研究所 　
共同研究班 　
研究成果発表会」
（平十九・二・二十二 　
於佛教大学）での発表（題目「 〈京都〉と近代
文学
―
室生犀星・井上立士・伊藤茂次、そして岡本かの子
―
」 ）に
おける報告用原稿のうち、岡本かの子について新たにまとめたものである。席上ご意見をいただいた諸氏にあらため 深謝を申し述べたい。なお作品の引用は冬樹社版全集によった
。
（トノムラ 　
アキラ 　
嘱託研究員）
